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1. 開発目的（研究目的）
スイッチング電源を構成する主要な部品には、トランス、リアクトルなどの磁性部品と、コンデンサ及び、半導体デバイスがある。これらのうち磁性部品は動作周波数を高めることで小型、軽量化が図られる。しかし、動作周波数を高めると半導体デバイスのスイッチング損失が増大して、温度上昇のために信頼性が低下する。したがって、スイッチング周波数を高めて小型軽量化を実現するためには、スイッチング損失を低減させなければならない。
本研究ではスイッチング損失が極力少ない昇圧コンバータの試作とその特性を報告する。

2. 概要と特徴

今回製作したロスレスDC/DC昇圧コンバータの主回路を図1に示す。破線で囲んだ部分の補助回路を昇圧回路部に追加して、Q1の主素子(MOSFET)のスイッチング損失を改善している。
このロスレスDC/DC昇圧コンバータには以下のような特徴がある。

1） 回路の仕様は、直流入力電圧100V、直流出力電圧200V、出力電流2A、出力電力400W、スイッチング周波数100kHzである。

2） 主素子Q1はゼロボルトスイッチングで動作し、補助素子のQ2はゼロ電流スイッチングで動作する。このためスイッチング損失は軽減され、電力変換効率は95.2％と高効率になった。
3） 制御回路にFPGAを使用してオールデジタル制御となっている。1周期10usの間にA/D変換、PI制御、PWMパルス生成を行なわせている。


3. 応用の可能性・適用分野
・各種の昇圧コンバータ
・産業用直流電源
・情報通信器用直流電源
本研究は社会連携研究推進事業の一環である。
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図1  ロスレス昇圧コンバータ主回路
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図2  ロスレス昇圧コンバータの効率
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